
キーワード：
Keywords:

滑り端伝播における自発的な静摩擦力の発現と動摩擦力の消失
Spontaneous Emergence of Static Friction Force and Vanishment of Dynamic Friction Force in
Slip Front Propagation
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滑り速度に非線形に依存する摩擦則の下での滑り端の伝播において、自発的な静摩擦の発現と動摩擦の消滅を
示す。基板上のブロックを考え、滑り出すようx軸方向に加重する。ブロックはz>0の半無限の領域を占める均
質等方な媒質であるとし、基板はz=0上の剛体平面であるとする。xが∞でのブロックの滑りはゼロに固定し、
xが－∞の点に加重して滑りを起こす。ここでは滑り速度の二次関数となる摩擦則を採用し、定常状態の滑り分
布の解析解を得る：摩擦力tauは-av2 +2abvで与えられるとする。ここでvは滑り速度であり、aとbは定数であ
る。この摩擦則の下では、滑り速度の増加に伴って速度強化から速度弱化へと移り変わる。これにより摩擦力
が滑り速度の一価関数となり、解析的取り扱いが可能となる。またここでは静摩擦の存在を先見的には仮定し
ていないことにも注意する。 
この系で滑りと歪の定常状態の解析解が得られ、それによって加重点での歪pinf(<0)と滑り端の伝播速度cの間
に関係があることが示された：|pinf|=2b/c. また定常状態が存在するためにはcはブロックの弾性波速度veより
も小さくなければならない、ということも示された。これらの結果によりpinfはある臨界値を持つことが分か
る。|pinf|<2b/veならば定常的な滑りの伝播は現れず、時間と共に滑りが減衰してしまう。一方|pinf|>2b/veな
らば定常状態が存在する。これらの臨界的振る舞いから、静摩擦力が自発的に発現していると言える。巨視的
な静摩擦力は2bE1/ve（E1はYoung率）で与えられる。 
ここで得られた解析解は、加重点での滑り速度が2bで与えられることも示している。これは摩擦力が加重点で
ゼロになることを意味する。すなわち、その点で動摩擦が自発的に消滅していることも明らかになったのであ
る。
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